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シーガイア訴訟

第１回ロ頭弁論

「
な
ぜ
シ
ー
ガ
イ
ア
だ
け
が
特
別
扱
い
さ
れ
る
の
か
」
ｌ
》
訴
え
た
。
一
方
、
被
告
の
松
形
祐
尭
知
事
側
の
弁
護
団
は
只
基
』

１．４曰、宮崎地裁。宮崎市のシーガイアを経営す》金への公金投入は）シーガイアに限ったものでなくへ》
る
第
三
セ
ク
タ
ー
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
」
支
援
を
主
冊
宮
崎
観
光
全
体
の
浮
沈
を
か
け
た
問
題
だ
」
と
反
論
し
て
い
》

．
■

目
的
と
す
る
基
金
に
県
が
帥
億
円
を
出
資
し
た
こ
と
の
違
法
》
る
。
．

■

。
■

性
を
問
う
訴
訟
の
第
１
回
口
頭
弁
論
で
、
原
生
ロ
の
住
民
側
は
》

【
山
崎
太
郎
】
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住
民
側
の
訴
え
に
知
事
側
１
反

.Ｉ

訴訟の今後の方針などを脱明する住民側弁霞士（右）

松
形
祐
尭
知
事
は
４
曰
の
定

例
記
者
会
見
で
、
シ
ー
ガ
イ
ア

を
経
営
す
る
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

古
２

リ
ゾ
ー
ト
」
（
木
許
英
太
郎
社

長
）
が
策
定
中
の
「
抜
本
的
経

営
改
善
計
画
」
に
つ
い
て
「
今

月
い
つ
ぱ
い
に
大
き
な
方
向
性

は
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
見
通
し
を
示
し
た
。
知
事

法
廷
で
意
見
陳
述
し
た
小
林

市
の
飲
食
店
経
営
、
栗
原
哲
夫

さ
ん
（
田
）
は
「
別
億
円
を
貸
し

渋
り
に
遭
っ
て
い
る
中
小
企
業

艀 シーガイア

経営改善策

「
今
月
中
に
も
方
向
性
」

知
事
、
初
め
て
策
定
時
期
言
及

が
経
営
改
善
計
画
の
策
定
時
期

に
触
れ
た
の
は
初
め
て
。

松
形
知
事
は
「
改
善
策
の
中

支
援
に
回
せ
ば
、
１
件
２
０
０

万
円
と
し
て
８
０
０
０
件
の
資

金
繰
り
に
応
え
ら
れ
る
」
と
主

張
。
記
者
会
見
し
た
住
民
側
弁

論

懲
団
は
「
ま
ず
は
知
事
側
の
全

面
的
な
反
論
を
待
つ
。
そ
の
う

え
で
知
事
に
法
廷
で
証
言
も
求

め
た
い
」
と
謡
し
た
。

知
事
側
は
今
後
へ
醤
面
で
詳

細
な
主
彊
を
し
て
い
く
方
針
。

知
事
側
の
弁
艘
士
は
「
も
し
㈹

億
円
が
投
入
さ
れ
ず
フ
社
が
経

営
破
た
ん
で
も
し
て
い
れ
ば
、

再
建
に
要
す
る
労
力
は
ど
れ
ほ

ど
の
も
の
か
。
税
金
を
一
番
生

か
せ
る
時
と
場
所
に
投
入
す
る

の
が
政
治
」
と
指
摘
す
る
。
松

形
知
事
は
こ
の
曰
の
記
者
会
見

で
、
出
資
に
つ
い
て
「
既
に
基

金
に
は
約
旧
万
人
か
ら
寄
付
を

頂
い
て
い
る
。
産
業
振
興
政
策

の
一
環
と
し
て
（
基
金
の
）
公

共
性
、
公
益
性
、
公
平
性
と
も
県

民
に
十
分
理
解
し
て
頂
い
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

身
は
今
月
い
つ
ぱ
い
ぐ
ら
い
で

諸
め
て
い
る
段
階
。
そ
の
結
果
、

行
動
す
る
必
要
が
あ
れ
ば
、
動

'…、

‐
が
ぶ
刷
れ
ば
瀬
ら
籾
い
む
風
。

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
改
善
計

画
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
現
在
、

フ
社
で
い
く
つ
か
計
画
案
が
検

討
さ
れ
て
い
る
と
思
う
」
と
述

べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

抜
本
的
経
営
改
善
計
画
は
、

フ
社
が
今
年
度
末
ま
で
に
策
定
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す
る
と
表
明
し
て
い
る
。
県
が
一

提
唱
し
て
創
設
さ
れ
た
「
国
際

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ｄ
リ
ゾ
ー
ト

み
や
ざ
き
振
興
基
金
」
は
、
フ

社
が
改
善
計
画
を
策
定
す
る
ま

で
の
運
転
資
金
補
助
を
主
目
的

に
創
股
さ
れ
た
。【
奥
田
伸
一
】
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（
県
が
第
一
一
一
セ
ク
タ
ー
９
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
に
公
的
震

金
を
投
入
し
た
の
は
「
公
益

陸
が
な
い
と
し
て
知
事
に
公

金
返
還
を
求
め
た
住
民
訴
訟
が

四
日
、
論
戦
の
火
ぶ
た
を
切
っ

た
ｐ
公
益
性
は
今
回
を
含
む
一
一
一

回
の
裁
判
で
焦
点
と
な
っ
て
い

シーガイアの公益性に関する県の見解と判決'

る
。
ケ
ー
ス
は
違
う
も
の
の
県

の
見
解
は
変
化
し
続
け
て
お

り
、
基
金
返
還
を
求
め
た
今
回

の
訴
舩
で
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
そ
う
だ
。

国
有
林
を
シ
ー
ガ
イ
ア
の
開

発
の
た
め
に
伐
採
し
た
の
は
防

潮
機
能
を
低
下
さ
せ
生
活
環
境

３
裁
判
で
揺
れ
る
県
の
見
解

を
破
壊
す
る
、
と
し
て
宮
崎
市

民
ら
は
一
九
九
一
年
、
国
と
県

に
対
し
て
、
松
林
の
伐
採
中
止

を
求
め
た
。
こ
の
コ
ツ
葉
リ

ゾ
ー
ト
訴
訟
」
の
筥
崎
地
裁
判

決
で
は
、
「
県
は
事
業
に
公
益

性
が
あ
る
こ
と
を
標
ぼ
う
す
る

…
」
と
、
県
が
主
張
し
た
公
益f鰄鬮'、

性
に
言
及
し
て
い
る
。

清
武
町
の
元
県
職
が
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
決
算
情
報
の

全
面
開
示
を
県
に
求
め
た
「
シ

松
形
知
事
は
四
曰
、
巨
額
の

累
積
赤
字
を
抱
え
る
フ
エ
ー
ー
ッ

ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
（
木
許
英
太
郎

社
長
）
が
抜
本
的
経
営
改
善
策

を
九
月
中
に
固
め
る
見
邇
し
を

示
し
た
Ｃ
同
社
が
今
年
一
一
一
月
に

発
表
し
た
改
善
計
画
骨
子
で

は
、
債
務
の
解
消
方
法
に
触
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
内
容
に

注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

松
形
知
事
は
記
者
会
見
で

「
改
善
策
の
中
身
を
詰
め
て
い

る
段
階
○
今
月
い
っ
ぱ
い
で
大

き
な
方
向
性
が
出
る
の
で
は
」

と
策
定
作
業
が
大
詰
め
を
迎
え

て
い
る
關
識
を
示
し
た
。
さ
ら

に
、
改
善
策
を
受
け
、
県
も
対

応
す
る
姿
勢
を
強
調
し
た
。

同
社
は
今
年
一
一
一
頁
ウ
ェ
ー
ー

ッ
ク
ス
国
際
観
光
と
の
合
併
や

７
社
月
内
に
も
経
営
改
善
策

債
務
解
消
で
方
向
性

－
ガ
イ
ア
情
報
公
開
訴
訟
」
で

は
、
県
は
同
社
を
訂
策
鰻
逹
と

強
調
。
「
雇
用
創
出
や
観
光
浮
揚

な
ど
結
果
と
し
て
の
公
共
性
は

あ
る
が
フ
ニ
ー
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー

ト
は
私
企
業
で
あ
り
、
会
社
そ

の
も
の
に
公
共
性
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
今
回
の
住
民
訴
訟
で

県
は
答
弁
醤
で
「
補
助
金
支
出

は
公
益
性
を
有
す
る
」
と
基
金

の
公
益
性
に
触
れ
、
同
社
の
性

格
に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け
て

い
る
。

ホ
テ
ル
の
業
態
変
更
、
施
設
料

金
体
系
見
直
し
、
人
鬮
削
減
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
経
営
改
善
計

画
骨
子
を
発
表
し
た
。
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一
書
き
振
鬘
金
」
に
譜
し

監
騒
菖
漠
晨
乞

で
シ
分
イ
尻
議
鑿
の

農
篝
蘂
勁
震
訴
馨

す
墓
鬘
（
袋
・
後
藤
好

襄
雲
）
謬
嘉
事
霜

霞
Ｄ
、
全
震
還
裳
整

震
讓
の
第
一
回
呈
蒸

は
四
旱
前
蒔
へ
濤
襄

で
開
か
れ
る
。
シ
労
チ
に

鮨
鼈
辨
議
開
誇

だ
。
ｈ

髻
団
は
七
百
一
一
六
人
○

二
月
に
行
っ
た
住
民
監
臺
求

j鰯!;､､駒、 「
一
公
益
性
」
が
争
点
に

０
中

シ
ー
ガ
イ
ア

基
金
返
還
駈
訟

（
四
月
十
一
一
一
日
棄
却
）
と
、
五

月
の
第
一
一
次
監
査
謂
求
（
七
月

十
四
日
棄
却
）
の
構
成
員
。
第

一
回
口
頭
弁
論
で
は
塵
局
一
一
一

人
が
意
見
陳
述
し
、
「
再
建
の

見
通
し
も
立
た
な
い
シ
ー
ガ
イ

ア
に
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
は

県
民
に
対
す
る
背
信
行
為
」
な

ど
と
、
返
還
謂
求
の
理
由
を
述

べ
る
と
み
ら
れ
る
。

訴
状
に
よ
る
菫
屋
居
①

シ
ー
ガ
イ
ア
は
営
利
観
光
企
業

で
あ
り
、
公
益
性
は
な
い
②
一

九
九
九
年
一
一
一
月
期
決
算
で
千
百

十
五
億
円
の
累
積
赤
字
を
計

上
、
経
営
破
た
ん
状
態
に
あ
り

支
援
は
捨
て
金
で
あ
る
Ｉ
な
ど

あ
す
第
１
回
弁
論
。

と
主
張
。
ｌ

こ
れ
に
対
し
、
松
形
知
事
は

「
基
金
は
丙
す
そ
野
の
広
い
総

合
産
業
で
あ
る
観
光
・
リ
ゾ
１

卜
産
業
の
支
援
を
目
的
に
創
設

し
た
。
本
県
の
発
展
の
た
め
に

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
確

信
し
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

知
事
側
に
は
県
が
訴
訟
参
加

し
て
い
る
。
「
；
へ
’
１

～

訴訟名

蕊 、
凸
蝋
鶴
誠
絢
呼
尊

小
節
。
．
．
、
帥
・
・
・
ケ
ヅ
淵
乱
了

耐
》
翠
恥
噸
靹
瀞
燐

。
》
‐
別
八
淋
坤
牝
ね
愚

乃
６
０
１
内
内
も
栢
枳
宇
乃
Ⅲ
巴
甲
。
■
ｆ
０

湘
叫
幾
Ｆ
騨
仇
雑
が
》

姉
貯
肖
瞬
超
癖
鍼鰯鰯
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－ツ葉リゾート
訴訟

開発事業に公益性ば
ある０

シーガイアは基本的に
観光娯楽施設である
が、特定個人の利益の
みを目的とした施設で
もなく、ゆとりある国
民生活のための利便や
周辺地域の振興に寄与
するという一定の公共
性を有する施設。（19
94年５月３０曰－審判
決、宮崎地裁）簿
磁
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シーガイア公金
返還訴訟

基金への60億円の支
出は公益性がある。








